
PBL Exhibition 2015
２０１６ 　年４月５日(火) - ４月８日(金)  9:00- 20:30  

（４月５日、４月８日は17:00まで）

主催  多摩美術大学PBL委員会  〒192-0394 東京都八王子市鑓水2-1723  TEL:042-676-8611  FAX:042-676-2935

会場
図書館アーケードギャラリー

アートテークギャラリー

　　  
アクセス
JR横浜線・京王相模原線橋本駅より

北口神奈川中央交通バス

「多摩美術大学行」

JR中央線八王子駅より

南口京王バス

「急行多摩美術大学行」

図書館

キャンパスマップ

what’s PBL?
　
多摩美術大学では、20 0 6年度から

プロジェクトに参加しながら学ぶ

実践型・参加型のデザイン・美術教

育として、PBL（Project Based Learning)

科目を開講しています。この「PBL科目」

は、学生が主体的に問題解決に取り組

む学習を基本とし、各自の専門的なス

キル（技術や知識）を総合的に活かす

能力を身に付けることを目的としてい

ます。科目構成は、複数の領域に共通

する基礎演習、各学科の専門分野に則

した課題の提案、企業や自治体・各種

団体との産学官協同研、さらには既存

の領域に収まらない実験的なものなど、

実践的で多彩な内容となっています。

協力

神奈川県足柄下郡真鶴町

KDDI株式会社 

株式会社博報堂

（共同プロジェクト）

株式会社コマデン

株式会社竹尾

日本赤十字社東京都赤十字血液センター

八王子織物工業組合

二子玉川ライズ

（五十音順）

アートテーク



科目紹介

図書館会場 アートテーク会場

和紙、漉きの研究講座Ⅰ・Ⅱ

前期は和紙ができるまでの工程を知り、紙を漉く技術の
基礎を習得します。楮（こうぞ）や三椏（みつまた）などの
伝統的な素材を用いて紙を漉くことで、「紙漉」という伝
統的な文化と「和紙」という素材を身近なものとして考え
ていく場をつくります。後期には新たな紙の制作にチャレ
ンジします。伝統的な素材に加えて、新しい素材の可能性
を模索することで、伝統を踏襲することを越えた多様な
「和紙」の創作と探求を目的としています。

パーソナル・パブリッシングⅠ[フィジカル]・Ⅱ[デジタル]

電子出版の普及により、これまで社会的な行為だった
出版が急速に個人のものになりました。同時に、Zineや
アートブックなどパーソナルな本をつくる運動も注目を
集めていす。前期の授業ではまず、アートブックという
身体的なメディアを扱いながら、それを個人で出版するこ
との意味を考察します。後期の授業では、前期の体験を
ベースに、実際に電子ブックを制作することで本の新たな
形態を模索します。

真鶴町・KDDIとの産学官連携ソーシャルデザイン

神奈川県の最西部に位置する人口8千人ほどの真鶴町。
日本が誇る国内最大級の大自然「魚付き林(うおつきりん)」
や、町並みに関する独自のデザインコード「美の基準」を
持つ町。本プロジェクトは真鶴町を舞台に、通信会社KDDI
のIT技術・ネットワークと、多摩美術大学の発想力とを掛
け合わせ、町の課題を外部の視点で捉え、その解決のた
めのコンセプトや具体的なアウトプットのプロトタイプを
提案するプロジェクトです。

行為と記録

パフォーマンス、ハプニングといった表現形態は、記録を
作品形態に取り込む事で恒久的な展示を可能にします。
様々な作品の例を見てその意味と可能性を探りながら方
法を学び、年間を通して２回作品を作り展示を行います。
本授業は様々な学科の中で主流になり得ない混在の方
法論の探求であり、だからこそ各ジャンルをクロスオバー
し、形式にとらわれることのない「いま、ここで」の芸術表
現の在り方を求める内容です。ファインアート作成授業で
す。

 ARTSAT:芸術的飛行物体（AFO）をつくる

「飛ぶ」ということをテーマに、さまざまな分野や観点から
のリサーチとディスカッションを重ね、8つのグループに分
かれて実験と制作を行いました。ブーメランとオノマトペ
を結びつけたもの、竹とんぼの飛行記録とアクションペイ
ンティング、未確認浮遊生物の仮想研究、紙飛行機のハッ
キング、バルーンによる街頭映像の空中投影、「お金が飛
ぶ」デバイス、パンツ型の飛翔オブジェ、飛行ホラー映像
など、多様な作品が生まれました。
http://artisticflyingobject.tumblr.com/

電飾を用いた空間演出の創造演習

タマリバーズ2015（多摩美と二子玉川ライズの地域連携ア
ートプロジェクト）で2015年12月23日に上演されたイルミ
ネーション・アートパフォーマンス「ひかりの龍とタマビー
の詩」の電飾創造演習。電飾表現の基礎を学び、ケースス
タディ、電飾装置の検証を重ね、キャラクター“ハンゼンと
グレカ”の電飾衣裳・川の神様である“龍”の電飾装置のデ
ザインと電飾素材の選択・制御システムや衣裳に組込む
工夫を凝らし製作を行いました。

五感を刺激するワークショップ実践

五感（視覚、聴覚、嗅覚、触覚、味覚）に働きかけるワークシ
ョップを学生自身が考案し実施することで、企画・プレゼン
テーション・コミュニケーション能力を高めます。前後期各
1 回、相模原市内の特別支援校の生徒を対象としたワーク
ショップを行います。体験型学習への理解を深めながら、
コミュニケーションと五感を刺激する造形や表現をテーマ
にしたワークショップを企画・実施します。

NEXT八王子織物プロジェクト-新製品の開発

八王子市は全国有数の絹織物産地ですが、近年は転換期
を迎えています。この授業は、多摩美術大学と八王子織物
工業組合・織物製造業者とが共同し、八王子織物の活性化
を目指す産学共同プロジェクトです。新たな購買層を意識
した新規性・遊び心ある製品（ネクタイ及びネクタイ生地
を用いた製品）を開発します。また成果物の展示を学外で
行い、八王子織物の認知と次世代への継承及び普及を図
ります。

まちなか賑わいプロジェクト

八王子市街地の活性化を目指すプロジェクトです。NPO
法人AKITENと連携を図りながら、市街地の商店街の中か
ら10の商店（飲食、物販とジャンルは様々）と学生がチーム
を組み、店舗デザイン、商品開発、広告宣伝等によって、商
店を活性化することに始まり、その商店同士を繋ぐプログ
ラムも求めています。幾つかのチームは実施に向けて動き
出しており、八王子の商店街が共鳴するようになることを
期待しています。

文化演出の現在Ⅰ

学生が自分達の手で企画・出品・運営をする展覧会を開催
します。企画の立ち上げ、ポスター・チラシ・DMの作成、
広報活動や作品展示計画、搬入・搬出作業等、授業の
内容は多岐にわたります。このなかから、理論・制作・
実施といった諸力がいかに「展覧会」というものを構成す
るのかについて、実践に基づいて考察します。そして展
覧会の構造を探り、現代における展覧会の意味と在り方
を学び、その未来について思索する契機とします。

プレゼンテーション演習

情報を整理し、それを伝達する一つの方法論としてプレゼ
ンテーションをとらえ、資料の作成を通して、作品制作とは
違う表現方法について考察します。そこで、ポートフォリオ
を実際に作成し、まず自己の表現を客観視します。さらに、
それを作品化することで、プレゼンテーションすべき自に
ついて確認します。これらの作業のなかから、自らの作品・
企画等を他者に理解してもらうために不可欠な要素につ
いて思索していきます。

パッケージデザイン基礎

包む・保護する・運ぶ・魅せる等、パッケージデザインの基
礎的な知識をケーススタディを通して学び、それらをテー
マにした演習、課題制作を行います。また、学んだ基礎を
基にして、人とモノを繋ぐコミュニケーションツールとして
のパッケージをテーマにした課題制作を行い、パッケージ
デザインに対する発想力・構成力・表現力の向上を目指ま
す。

コミュニティアート I
（相模原当麻地区・アートによるまち育てプロジェクト）

当麻地区を対象に、相模原市が進める「アートによるまち
育て」事業として、共同プロジェクトに取り組みます。地域の
人々との交流を目的にして、当麻地区で伝統的に執り行わ
れている「夏祭り（天王様）」に参加して、子供たちも参加で
きるようなワークショップを行うことで、地元に新しい活気
をもたらすようなアート活動を行います。またお祭りの広
報のために、シンボルマークのデザインなどの地域デザイ
ンにも取り組みます。

日常で命の意味を問うプロジェクト2015

社会における自らの存在意義への問いが、モノでも金でも
名誉でもない文字通りのかけがえのない人道支援という
行為に繋がっているといえるでしょう。美術大学だからこそ
できる大切なことの一つとして、資本主義のゲームに乗ら
ない人道支援というジャンル。これに対して、アーティスト・
デザイナーとして、トコトン考え抜き、答えを出していきた
いと思います。

バナナ・テキスタイル入門-素材研究Ⅰ

この科目は本学において2000年からおこなわれているバ
ナナ・テキスタイル・プロジェクトを理解するための基礎講
座です。実を収穫した後に廃棄されるバナナの茎から取
り出した繊維を糸から布へ、あるいは紙へと変容させる
プロセスを体験することができます。また、外部講師によ
る特別講義を受講することで、地球環境の現状と造形素
材との関係を理解し、持続可能な社会における美術やデ
ザインのあり方についての考察を深めます。

バナナ・テキスタイル-紙からの造形

バナナ・テキスタイル入門からの展開として紙漉に特化し
た授業です。前半はバナナ繊維や紙の素材としてまだ使え
るのに捨てられてしまう繊維素材（紙くずやボロ布など）に
着目します。学生各自が見つけた材料を使って手漉きによ
る紙の見本貼を制作します。後半は未利用繊維資源を材
料として使うことの意味を考えながら、学生各自の専門領
域の制作姿勢による作品を構想し紙漉の方法を用いて実
現させます。

バナナ・テキスタイル-サステナブルデザイン演習

この授業では、環境とものづくりの関係・サステナブルの
考え方など、地球環境とこれからのデザインについて考察
し、未利用素材を使った製品開発・作品制作に取り組みま
す。また、様々な気付きやアウトプットの機会を与えること
で、考えを言語化し発表できるようにします。この講座を
終えた後、学生がそれぞれの専門分野で制作活動を行う
際の、発想の基準のようなものを提供できることを目指
します。

コミュニティ・アートⅡ
（アートラボはしもとプロジェクト）

相模原市が運営するアート施設「アートラボはしもと」と共
催して、市民交流を目的としたイベント、ワークショップを
企画します。自分たちのオリジナルのワークショップ・アイ
ディアを実現して、市民に開かれたアート活動の実際を学
びます。近隣のこどもたちとワークショップを行って、参加
者の実際の生の声をひろいあげ、まちづくりにとって大切
なアートとは何かを具体的な事例のなかから学んでゆくこ
とを目標とします。


